
観
光
商
工
課 

☎
66
◆

1
1
1
9

愛
知
県
最
低
賃
金
の
改
正

「
愛
知
県
最
低
賃
金
」は
、
10
月

26
日
か
ら
時
間
額
780
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

日
給
制
、
月
給
制
労
働
者
の
場

合
は
、
時
間
当
た
り
の
金
額
に
換

算
し
て
最
低
賃
金
の
時
間
額
780
円

と
比
較
し
ま
す
。
ま
た
、
愛
知
県

の
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金（
7

業
種
）に
つ
い
て
も
改
正
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
先　
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
５
３
２
◆

54
◆

１
１
９
２

観
光
商
工
課 

☎
66
◆

1
1
1
8

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査

12
月
31
日
現
在
で
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
工
業
統
計

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
12
月
中

旬
か
ら
平
成
26
年
1
月
に
か
け
て

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
事
業
所

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
企
業
、
大
学
な
ど
で
の
研
究

資
料
、
小･

中･

高
等
学
校
の
教

材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

提
出
い
た
だ
く
調
査
票
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な

記
入
と
調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
清
掃
課 

☎
57
◆

4
1
0
0

ネ
コ
の
家
族
さ
が
し
会

愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
に
保
護
・
収
容
さ
れ
た
ネ
コ

の
譲
渡
を
す
る
催
し
で
す
。

と
　
き　
12
月
21
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
途
中
参
加
不
可

と
こ
ろ　
愛
知
県
動
物
保
護
管
理

セ
ン
タ
ー
東
三
河
支
所（
豊
橋

市
神
野
新
田
町
字
京
ノ
割
50-

２
）

対
　
象　
県
内
在
住
の
成
人

そ
の
他　
審
査
が
あ
り
ま
す
。
集

合
住
宅
や
借
家
で
飼
育
す
る
場

合
は
規
約
な
ど
を
持
参
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み　
不
要
。
当
日
直
接
会

場
へ
。

問
合
先　
愛
知
県
動
物
保
護
管
理

セ
ン
タ
ー
東
三
河
支
所

　

☎
０
５
３
２
◆

33
◆

３
７
７
７

環
境
清
掃
課 

☎
57
◆

4
1
0
0

き
れ
い
な
地
球
を
未
来
の
た

め
に
～
地
球
温
暖
化
・
大
気

汚
染
の
防
止
に
ご
協
力
を
～

冬
は
、
一
年
中
で
最
も
空
気
が

汚
れ
や
す
い
季
節
で
す
。
ま
た
、

地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
二
酸
化

炭
素
濃
度
が
年
々
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
家
庭
で
で
き
る
小
さ
な
心

が
け
で
、
地
球
温
暖
化
・
大
気
汚

染
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

●
重
ね
着
な
ど
の
工
夫
で
、
暖
房

は
19
℃
を
目
安
に
し
ま
し
ょ

う
。

●
照
明
や
電
化
製
品
は
こ
ま
め
に

ス
イ
ッ
チ
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

●
こ
た
つ
な
ど
の
設
定
温
度
は
こ

ま
め
に
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

●
無
用
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
、
急

発
進
・
急
加
速
を
避
け
、
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

「
あ
い
ち
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
21
」

県
民
運
動
実
施
中（h

ttp
://

w
w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp

/
k
a
n
k
yo
/ta
ik
i-k
a
/eco21/

index.htm
l

）

　形原の七福神踊りは、嘉永4年（1851）に創始され
たと伝えられており、太平洋戦争末期に一時中断さ
れましたが昭和59年に復活、現在は形原神社（春）
と御嶽神社（秋）の祭礼で奉納されています。
　しかし、補修しながら大切に使用してきた衣裳や
道具にも経年劣化による傷みがあらわになってきま
した。また、町内会の少子高齢化が進み、地域の活
性化を図って住民相互の助け合いで防災体制を充実
させていくことがより重要になってきました。
衣裳を新たに
　今回、㈶自治総合センターによる「宝くじ助成一般コミュニティ助成事業」を
受けて、七福神衣裳などの更新、時計塔・倉庫の設置が行われ、10月13日の御嶽
神社の祭礼では、雲ひとつない晴天の下、新しい衣裳による七福神踊りが奉納さ
れました。
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地域の伝統芸能の紹介

形原一区町内会「七福神踊り」


